
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

小6 社会 単元テスト こたえ なまえ

今に伝わる室町文化 がつ にち

制限時間 30分 100点満点 教科書やノートを見ないで、時間をはかって解きましょう。

1 言葉を書こう 知識・技能 (30点)

(1) 1338年に征夷大将軍になり、京都に幕府を開いた人物は 足利尊氏 です。 (6点)

(2) 京都の東山に銀閣を建てた、室町幕府の8代将軍は 足利義政 です。 (6点)

(3) たたみをしきつめ、とこの間やちがいだなを設けた部屋の建て方を 書院造

といいます。

(6点)

(4) 能の合間に演じられた、人々のくらしを題材にしたこっけいなげきを 狂言

といいます。

(6点)

(5) 雪舟が大成した、墨のこい・うすいで自然などをえがく絵を 水墨画 といい

ます。

(6点)

2 言葉を書こう・えらぼう 知識・技能 (25点)

(1) 次のできごとを、古いじゅんにならべましょう。

ア 応仁の乱が起こる イ 足利尊氏が征夷大将軍になる ウ 銀閣が建てられる

エ 金閣が建てられる

イ → エ → ア → ウ

1338→1397→1467→1489。全部合って6点

(6点)

(2) 室町幕府がほろびた1573年は（ 15 ・ 16 ・ 17 ）世紀です。 (4点)

(3) 茶の湯を完成させたのは（ 千利休 ・ 雪舟 ）です。 (4点)

(4) 足利義満が、京都の北山に建てた建物は 金閣 です。 (6点)

(5) 足利義満が貿易を行った中国の国をえらびましょう。 イ

ア 唐 イ 明 ウ 元

(5点)
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3 表を読もう 知識・技能 (15点)

金閣と銀閣

建物 将軍 建てた年 特ちょう

金閣 足利義満 1397年 金ぱくをはったはなやかな建物

銀閣 足利義政 1489年 落ち着いた建物。となりに書院造の部屋

(1) 金閣が建てられたのは、足利尊氏が征夷大将軍になった1338年の、およそ

60 年あとです。 1397−1338＝59で、およそ60年

(6点)

(2) 銀閣が建てられたのは、応仁の乱が始まった1467年より（ 前 ・ あと ）です。 (5点)

(3) 表の銀閣のとなりの部屋のつくりは、今の（ 和室 ・ 洋室 ）のもとになりまし

た。

(4点)

4 考えて書こう 思考・判断・表現 (30点)

(1) 室町時代の文化が、今のくらしに受けつがれている例を、書院造と茶の湯の2つに

ついて書きましょう。 2つとも書けて15点。1つなら7点

(15点)

(2) 応仁の乱のあと、世の中はどのように変わりましたか。幕府の力にふれて書きまし

ょう。

「幕府の力が弱まる」と「各地で戦いが続く(戦国の世)」の両方で15点。片方なら7点

(15点)

(例)書院造のたたみ・ふすま・しょうじ・とこの間は、今の和室のつくり

に受けつがれている。茶の湯は、茶道として今も習い事などで親しまれて

いる。

(例)幕府の力がおとろえ、各地の武士が力をきそい合って戦う戦国の世に

なった。
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